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講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)
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①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

　授業計画に則り、授業を進めることはできた。ただ、言葉と表現では、
同音異義語や同訓異義語と比較すると対義語の理解度が全体的に悪
かった。また、敬語の用法においては、謙譲語・尊敬語の使い分けの
達成度は低かった。実践できる者とできない者との差ができた。
　半期を通して全体の理解度は、受講者全員が平均点をクリアーでき
たと評価した。

　まず、授業の最初に全クラス用に配布された小テストを実施。全員に
答えさせての答え合わせを行って点数を表に記入させる（約15分間）。
その後、教科書を用いて授業を進める。教科書にある練習問題をさせ
て、これもまた、一人ひとりに答えを言わせて、答え合わせを行いなが
ら進める。
　昨年は、野球部クラスを担当し、活発に答えたり質問をしてきたが、
今年は野球部以外のスポーツ学生を担当。昨年と比較するとおとなし
く、消極的でだった。

3.27

　授業自体は理解度を確認しながら進め、静かな状況も保ち、
勉強しやすい環境はつくれた。ただ、前記のように昨年のクラス
に比べ、今年のクラスは消極的な学生が多かった。もう少し授
業に積極的に参加する工夫が必要であった。後期に向けて改
善策を考えたい。
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート
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